
日
開
催
し
、
茶
道
の
基
本
稽
古
を

行
い
ま
す

期

間月
～

月
の
土
曜
日

回

7

11

13

時

間
午
後

時~

時

2

3

場

所
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
和
室

対
象
学
年

小
学

年
生
～

年
生

1

6

中
学

年
生
～

年
生

1

3

参
加
費人

円
（
抹
茶
代
）

1

5
0
0

教
室
開
講
日

回
の
み

1

募
集
開
始
時
期

月
に
小
学
校
、
中
学
校
に
募

6集
案
内
を
配
り
ま
す

申
込
締
切

月
末
ま
で

滝
田
必
着

6
問
合
せ
先

茶
道
宗
徧
流
滝
田
教
室

0192-29-3803

滝
田
い
く
子090-5233-7821

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

6

8
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時
月

日

時~

時

6

12

（水）
10

12

月

日

時~

時

6

26

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先

鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

金)

ま
で
に
連
絡
を
お

5

31
願
い
致
し
ま
す
。

た
。
親
子
で
協
同
し
て
行
う
各
種
の
競

技
も
ほ
の
ぼ
の
感
が
あ
り
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
。
全
校
リ
レ
ー
や
選
抜
リ
レ
ー

は
手
に
汗
を
握
る
競
り
合
い
で
多
く
の

家
族
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
ー
」
と
大
き
な

声
援
が
飛
ん
だ
。
ま
た
、
赤
組
は
黄
赤

の
法
被
（
は
っ
ぴ
）
を
、
白
組
は
紺
色

の
法
被
を
着
て
踊
っ
た
末
中
ソ
ー
ラ
ン

は
、
テ
ン
ポ
よ
く
生
き
生
き
と
、
か
つ

一
糸
乱
れ
ぬ
演
舞
で
、
ひ
と
き
わ
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
ど
の
競
技
も
出

場
す
る
選
手
は
皆
、
こ
の
日
と
ば
か
り

羽
ば
た
い
て
い
た
。

末
崎
中
学
校
（
多
田
喜
夫
校
長
、
生

徒

人
）
で
は
、

日
、
五
月
晴
れ
の

76

18

好
天
の
も
と
令
和
最
初
の
大
運
動
会
を

開
催
し
た
。
末
中
の
校
庭
で
の
開
催
は

震
災
後

回
目
と
な
る
運
動
会
で
あ

3

る
。
「
自
分
た
ち
の
運
動
会
は
自
分
た

ち
の
手
で
」
と
い
う
こ
と
で
生
徒
会
執

行
部
や

年
生
が
中
心
と
な
り
事
前
の

3

準
備
や
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
今
年
の

運
動
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「Fly

H
igh

～
力
戦
奮
闘

燃
え
ろ
末
中
魂
～
」
。

開
会
式
で
校
長
先
生
は
、
本
日
の
運

動
会
で
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
一
つ
は
、

自
分
が
出
場
す
る
競
技
種
目
や
自
分
の

役
割
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。
二
つ
目

は
、
出
場
す
る
選
手
を
心
か
ら
応
援
し
、

そ
の
頑
張
り
に
拍
手
を
送
る
こ
と
。
三

つ
目
は
、
協
力
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

こ
と
。
協
力
し
な
け
れ
ば
、
よ
い
結
果

は
収
め
ら
れ
な
い
。
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
よ
う
に
、
紅
白
両
組
団
と
も
、
勝

利
を
目
指
し
、
よ
り
高
く
舞
い
上
が
る

よ
う
、
力
戦
奮
闘
し
て
ほ
し
い
と
挨
拶

さ
れ
た
。

競
技
種
目
は

、
う
ち
応
援
も
エ
ー
ル

16

交
換
、
魅
せ
る
応
援
、
燃
え
る
応
援
が
あ

り
、
紅
白
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
意
気

が
揚
が
る
す
ば
ら
し
い
応
援
合
戦
で
あ
っ

 

末崎町の石碑・祠・神社(22)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 11

(6) 六地蔵について その 3
2) 六地蔵は、末崎町の 6箇所にあります。その 2
② 所在地 西舘、 山根・泊里分岐点 石碑群の中
建立年月、建立者、 不詳
大きさ 高さ 40㎝ 幅 24㎝ 船形石に浮き彫り 6体
（東日本大震災の大津波で 1体流失し現在は 5体）

③ 所在地 末崎町細浦（長源寺境内 多数有る内の 6体）
建立年月、建立者、 不詳
大きさ 高さ約 50㎝
形 態 船形石に浮き彫り、立像

（管理者、所有者の不明な石像を集めたように思われるその中
に六地蔵様と思われるものが一組ある。）

④ 所在地 末崎町字中森（麟祥寺境内 墓地への上り口）
建立年月 昭和 54年 8月？
建立者 細浦念佛講中 19 人 土台石に 19 人の名前が刻ま

れています。
大きさ 仏身高 50㎝ 台座（方形）9㎝
形 態 石像、立像

麟祥寺境内 墓地への上り口の六地蔵

生
徒
会
長
で
あ
り
実
行
委
員
長
の
吉
田
空

良
君
（

年
）
は
、「
今
日
は
一
人
ひ
と
り

3

が
役
割
を
果
た
し
、
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き

た
こ
と
、
準
備
し
て
き
た
こ
と
が100

％
発

揮
さ
れ
、
思
い
出
に
残
る
運
動
会
に
な
っ
た
。

み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
（
岩
脇
晶
会

長
）
は

月

日
、
公
園
風
多
目
的
広

4

28

場
「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
細
浦
」
の
完

成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
同
広
場
で
行
っ
た
。

祝
い
の
餅
ま
き
、
峰
岸
地
域
の
虎
舞
、

末
崎
の
歌
手
濱
守
栄
子
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
た
。
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

お
祝
い
し
た
。

広
場
に
は
、
四
阿
（
あ
ず
ま
や
）
が

あ
り
、
築
山
も
あ
る
。
周
り
に
は
ツ
ツ

ジ
が
植
え
ら
れ
、
今
、
深
い
赤
の
花
々

が
咲
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
細
浦
地
区

（
旧
峰
岸
、
内
田
、
細
浦
、
神
坂
、
中

野
の

地
域
）
に
は
、
公
園
と
い
う
も

5

の
が
な
か
っ
た
。
憩
い
の
場
、
イ
ベ
ン

ト
の
場
、
子
供
た
ち
の
遊
び
の
場
と
し

て
夢
が
膨
ら
む
。

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
で
は
、
震
災

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
色
々
意
見
を

出
し
合
い
な
が
ら
検
討
協
議
を
行
っ
て

多
目
的
広
場
の
完
成
か
ら
学
ん
だ
も
の

令
和
最
初
の
末
中
大
運
動
会

き
た
。
実
は
、
そ
の
協
議
の
進
め
方

で
あ
る
。
誰
か
が
あ
る
意
見
を
出
す
。

そ
の
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
そ
れ
は

ダ
メ
だ
と
否
定
し
ま
う
の
で
は
な
く

発
展
さ
せ
る
よ
う
考
え
を
進
め
て
い

く
協
議
の
方
法
を
と
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
方
法
を
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
と
い
う
。
否
定
さ
れ
な
い
こ

と
か
ら
皆
意
欲
的
に
、
か
つ
真
剣
に

協
議
に
参
加
す
る
。
協
議
を
深
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
人
間
関
係
も
深
ま
っ

て
い
く
。
自
然
と
協
力
す
る
姿
勢
も

生
ま
れ
、
意
識
も
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

心
も
一
つ
に
な
っ
た
。

再
生
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
絆
を

強
く
し
、
諦
め
ず
に
目
標
に
向
か
っ

て
進
め
た
の
は
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
に
よ
る
協
議
を
行
っ
た
こ
と

も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
公
園
風
多
目
的
広
場
を
造
る

に
あ
た
っ
て
は
、
千
葉
大
学
大
学
院

准
教
授
で
あ
る
齋
藤
雪
彦
先
生
の
献

身
的
な
ご
協
力
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
協
力
を
頂
い
た
。

齋
藤
先
生
に
は
、
朝
市
実
施
を
含
め

る
と

年
半
も
ご
支
援
頂
い
た
。
心

6

か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
の
得
た
も

の
は
、
多
目
的
広
場
「
シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
細
浦
」
と
い
う
地
域
住
民
の

ふ
れ
あ
い
の
場
、
憩
い
の
場
、
子
供

の
遊
び
場
と
い
う
形
の
あ
る
も
の
だ

け
で
は
な
い
。
最
も
大
き
な
宝
、
財

産
は
、
一
つ
の
事
業
を
成
し
遂
げ
る

に
は
、
知
恵
と
時
間
と
労
力
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
皆
の
支
援

協
力
が
な
け
れ
ば
成
就
し
な
い
こ
と

を
身
を
も
っ
て
学
ん
だ
（
経
験
し
た
）

こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
力
が
備
わ

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

ど
ん
な
こ
と
に
も
、
挑
戦
し
て
い
け

る
も
の
と
信
じ
て
止
ま
な
い
。

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
の
皆
様
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

★
「
末
崎
町
茶
道
親
子
教
室
」

参
加
者
募
集

内

容
月
後
半
か
ら
毎
週
土
曜

7

デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２９４号

令和元年５月２０日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


